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 研究要旨 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原因となる難病の診療マニュアル」において、小児科疾
患の分子遺伝学的評価に関して、特に遺伝学的診断の伝え方に特化して執筆した。 

 
 
Ａ．研究目的 
視覚聴覚二重障害診療マニュアルを作成し、診
療科横断型診療体制の構築に資する。 
 
Ｂ．研究方法 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原
因となる難病の診療マニュアル」の執筆。 
 
(倫理面への配慮) 
該当なし 
 
Ｃ．研究結果   
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原
因となる難病の診療マニュアル」において、小
児科疾患の分子遺伝学的評価に関して、特に遺
伝学的診断の伝え方に特化して執筆した。 
 
Ｄ．考察 
眼科・耳鼻科・小児科・臨床遺伝科の垣根を越
え診療科横断的な視覚聴覚二重障害診療体制を
構築するために、診療マニュアルの作成は有用
と考えられた。 
 
Ｅ．結論 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原
因となる難病の診療マニュアル」において、小
児科疾患の分子遺伝学的評価とその伝え方に関
して執筆した。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
1. 特許取得  
該当なし 
2. 実用新案登録 
該当なし 
3. その他 
該当なし 

 
 
 
 
 
                                            
                   

    
 
 
 


